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会
長
挨
拶

後
援
会
会
長
　
笛
木
　
敦

学
長
挨
拶�

理
事
長
・
学
長
　
田
所
　
忠
弘

へ
「
喜
び
や
希
望
、
楽
し
さ
」
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
、
限
り
な
い
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
日
々
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

東
京
聖
栄
大
学
で
は
、
実
習
・
研

究
・
講
義
と
い
っ
た
様
々
な
形
態

で
、「
栄
養
と
食
」
に
つ
い
て
専
念

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
会
の
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き

後
援
会
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
後

援
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
年
度
、
東
京
聖
栄
大
学
後
援
会

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
笛
木
敦
と
申
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
三
月
に
、
東
京
聖
栄

大
学
で
学
ん
だ
学
生
達
が
、
卒
業
し

「
栄
養
と
食
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
社
会
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

四
月
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
入
生
が

入
学
し
、
東
京
聖
栄
大
学
の
一
員
と

し
て
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　
「
栄
養
と
食
」
は
、
生
活
を
す
る

上
で
誰
も
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
健
康
作
り
へ
と
繋
が
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、食
を
通
し
て
、人
々

　

日
頃
よ
り
後
援
会
の
絶
大
な
御
支

援
を
頂
戴
致
し
な
が
ら
大
学
運
営
や

学
生
教
育
に
尽
力
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
現
状
況
下
、
全
国
各
私
立

し
た
。

　

ま
た
、
役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、

会
長
に
笛
木
敦
氏
、
副
会
長
に
髙
島

眞
一
氏
、
川
嶋
秀
久
氏
な
ど
会
計
及

び
会
計
監
査
を
含
め
た
後
援
会
四
役

役
員
及
び
新
入
学
の
保
護
者
の
候
補

者
も
提
案
通
り
夫
々
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
定
事
項
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
六
月
オ
ン
ラ
イ
ン
役
員
会
報
告

　

後
援
会
四
役
役
員
の
協
議
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
等
を
踏
ま
え
、
六
月
の
役
員
会

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
役
員
及
び
後
援
会
総

会
議
案
の
承
認
に
つ
い
て
の
報
告
の

後
、
後
援
会
会
報
発
行
に
つ
い
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

秋
に
開
催
予
定
の
保
護
者
会
に
つ
い

て
の
審
議
が
な
さ
れ
、
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
を

踏
ま
え
、
集
合
型
の
開
催
は
難
し
い

と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

大
学
よ
り
、保
護
者
会
に
代
わ
り
、

昨
年
度
と
同
様
に
希
望
す
る
保
護
者

に
は
、
学
年
担
任
と
の
個
別
相
談
を

電
話
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
行

う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
報
告
で
は
、
学
部
長
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

大
学
の
対
応
等
に
つ
い
て
の
説
明

後
、
両
学
科
長
か
ら
詳
細
な
学
事
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
役
員
会
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
役
員
の
方
か
ら
も
活
発
な
発
言

が
な
さ
れ
和
や
か
に
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

大
学
と
も
教
育
と
コ
ロ
ナ
防
止
策
に

大
変
四
苦
八
苦
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

四
年
次
生
は
令
和
四
年
二
月

二
十
七
日
第
三
十
六
回
の
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し
メ
ガ

ダ
ッ
シ
ュ
中
で
あ
り
ま
す
が
、
全
員

揃
っ
て
メ
ガ
か
ら
ギ
ガ
へ
の
ギ
ヤ

チ
ェ
ン
ジ
に
期
待
を
高
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
健

康
と
食
品
を
巡
る
多
く
の
話
題
で
持

ち
切
り
状
態
が
続
き
、
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
の
縁
で
家
庭
食
で
の
工
夫
に
も

一
層
拍
車
が
か
か
っ
て
、
食
へ
の
関

心
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
食
を
専
門

と
す
る
本
大
学
に
と
っ
て
も
予
想
外

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
う
れ
し

い
限
り
で
す
。
安
心
、
安
全
の
上
に

美
味
し
く
、
か
つ
健
康
の
保
持
に
満

足
の
ゆ
く
食
品
や
食
事
も
の
を
一
般

の
喫
食
者
方
に
ど
う
提
供
す
る
の

か
、
食
品
開
発
、
栄
養
指
導
な
ど
実

践
的
食
の
専
門
家
と
し
て
の
知
識
や

技
術
・
技
能
な
ど
を
高
め
社
会
へ
充

分
貢
献
で
き
得
る
実
力
を
蓄
え
た
人

物
と
し
て
巣
立
っ
て
頂
け
る
よ
う
そ

の
教
育
内
容
充
実
に
一
層
の
力
を
傾

注
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
・
役
員
会
報
告

●
三
月
役
員
会
報
告

　

二
月
二
十
七
日（
土
）に
役
員
会
全

体
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
同
報
告

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
き
、
令

和
三
年
度
事
業
計
画
案
同
予
算
案
を

審
議
、
夫
々
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

三
年
度
留
任
並
び
に
会
長
・
副
会

長
・
会
計
・
会
計
監
査（
四
役
役
員
）

候
補
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
会
開
催
に
つ
い
て
検

討
が
な
さ
れ
、
入
学
式
が
学
生
と
大

学
教
職
員
の
み
に
よ
る
挙
行
と
な
る

こ
と
か
ら
、
集
合
型
の
総
会
開
催
と

せ
ず
、
新
入
生
保
護
者
に
は
総
会
資

料
を
送
付
し
、
二
年
次
以
上
の
保
護

者
に
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に

よ
り
、
議
案
の
承
認
を
し
て
い
た
だ

く
電
子
承
認
手
続
き
を
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

●
後
援
会
総
会
議
案
の
電
子
承
認

　

四
月
一
日（
木
）に
予
定
さ
れ
て
い

た
後
援
会
総
会
は
、
集
合
型
と
せ
ず

電
子
承
認
手
続
き
と
し
ま
し
た
。

　

四
月
初
旬
に
総
会
資
料
を
新
入
生

保
護
者
に
郵
送
し
、
同
時
に
大
学
の

「
保
護
者
の
方
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

総
会
資
料
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

議
案
賛
否
申
出
期
限
の
四
月
末
ま

で
に
特
段
の
意
見
は
な
く
、
前
年
度

の
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
並
び
に

会
計
監
査
報
告
、
本
年
度
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
が
夫
々
承
認
さ
れ
ま

◆
社
会
で
求
め
ら
れ
る「
食
」専
門
家
を
目
指
す
◆
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

ま
だ
ま
だ
続
い
て
お
り
、
保
護
者
の

皆
様
に
と
っ
て
も
心
配
な
日
々
が
続

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
管
理
栄

養
学
科
で
は
、
授
業
以
外
に
臨
地
実

習
な
ど
の
学
外
で
学
ぶ
機
会
が
多
く
、

後
期
の
授
業
方
法
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と

対
面
を
併
用
し
て
、
学
生
の
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
年
次
生
は
夏
休
み
の
学
習
成
果

を
試
す
模
試
が
行
わ
れ
ま
す
。
模
試

を
通
し
自
分
の
学
習
成
果
を
確
認
し

追
い
込
み
に
入
る
時
期
と
な
り
ま
す

の
で
、
教
員
が
学
生
の
相
談
に
乗
り

な
が
ら
指
導
を
し
て
行
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
体
調
管
理

が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
三
食
の
食
事
、早
寝
早
起
き
等
、

試
験
時
間
に
合
わ
せ
た
生
活
を
心
が

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
で
の
ご
協
力
も
お
願
い

致
し
ま
す
。

管
理
栄
養
学
科

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
学
び

管
理
栄
養
学
科
長
　
宮
内
　
眞
弓

　

三
年
次
生
は
現
在
も
事
業
所
の
臨

地
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
実

習
先
が
変
更
、
期
間
短
縮
に
な
る
な

ど
実
習
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
不
安

に
思
う
学
生
も
多
く
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
困
難
や

混
乱
を
上
手
に
乗
り
切
る
こ
と
で
栄

養
士
と
し
て
の
大
き
な
成
長
が
み
ら

れ
ま
す
。
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ

と
も
学
べ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
年
次
生
、
二
年
次
生
は
対
面

授
業
が
少
な
く
友
達
と
の
関
係
づ
く

り
が
な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
実
験
・
実
習
等
対
面
授
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
対

面
だ
け
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
な
方

法
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
学
友
会
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
管
理
栄
養
学
科
の
佐
藤
里

彩
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
が
若
年
層
を
中
心
に
増
加

す
る
中
、
昨
年
と
同
じ
く
対
面
で
の

授
業
や
実
験
実
習
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
授
業
を
併
用
す
る
形
で
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会
や
聖
栄
葛
飾
祭
を

は
じ
め
と
す
る
学
友
会
主
催
の
行
事

も
中
止
と
な
り
、
私
た
ち
が
初
め
て

経
験
す
る
国
難
と
し
て
の
緊
急
事
態

宣
言
へ
の
各
地
域
の
対
応
等
の
情
報

を
通
し
て
、新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、

私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
構
成

員
と
し
て
、
今
何
を
学
び
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
時

間
を
有
効
に
使
い
現
実
を
見
据
え
な

が
ら
一
日
も
早
く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
役
員
一
同

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
後

援
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
友
会
活
動
報
告

本
学
の
就
職
支
援
は
、
学
生
・
保

護
者
・
教
員
・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

の
連
携
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

二
名
を
配
置
し
、
個
別
に
オ
ン
ラ
イ

ン
や
対
面
で
の
面
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
就
職
支
援
と
し
て
、
学
生
個
々

の
状
況
に
応
じ
て
就
職
相
談
の
体
制

を
整
え
て
お
り
ま
す
。

●
四
年
次
生
の
就
職
内
定
状
況

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
等
の
就

職
情
報
会
社
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二
年

三
月
卒
業
予
定
の
大
学
生･

大
学
院

生
対
象
の
大
卒
求
人
倍
率
は
一・五
〇

倍（
前
年
一
・
五
三
倍
）と
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
る
経
済
停
滞
に
よ
り
、

倍
率
は
十
年
ぶ
り
に
〇
・
三
ポ
イ
ン

ト
下
落
し
ま
し
た
。
今
年
は
微
減
し

た
も
の
の
一
・
五
倍
台
を
維
持
し
、

底
堅
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
採
用
活
動
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化

が
進
む
な
ど
、
学
生
は
多
様
な
採
用

選
考
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
学
の
四
年
次
生
の
就
職

内
定
状
況（
十
月
三
十
一
日
現
在
）は
、

学
部
合
計
で
七
三
・
九
％
で
あ
り
、

学
科
別
と
し
て
は
、
管
理
栄
養
学
科

が
八
二
・
九
％
、
食
品
学
科
が

六
三
・
六
％
で
す
。
今
後
も
就
職
未

内
定
の
学
生
に
対
し
、
継
続
し
て
個

別
に
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
一
～
三
年
次
生
向
け
支
援

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
前
の
、

一
・
二
年
次
生
対
象
に
就
職
専
門
業

者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
し
職
業
意
識
を
よ
り
向
上
さ
せ

る
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

三
年
次
生
向
け
に
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ツ
ー
ル
を
用
い
た
選
考
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
面
接
を
行
う
企
業
が
増
え
て

き
て
い
る
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
選
考
の
マ

ナ
ー
対
策
動
画
を
配
信
す
る
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
講
座
や

オ
ン
ラ
イ
ン
学
内
業
界
説
明
会
な
ど

多
様
化
す
る
就
職
採
用
活
動
に
対
応

す
べ
く
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

公
務
員
希
望
者
に
対
し
て
は
、
公

務
員
教
養
試
験
対
策
講
座
や
論
作
文

対
策
講
座
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
で

実
施
す
る
な
ど
、
自
宅
で
も
試
験
対

策
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
お

り
ま
す
。

積
極
的
に
就
職
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
講
座
等
に
参
加
し
、
最

新
情
報
を
収
集
し
て
自
身
の
就
職
活

動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
思
い
で
す
。

就
職
支
援
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

臨地実習委員
（撮影の為マスクを外しています）

学
友
会
会
長
挨
拶

管理栄養学科
３年次生
佐藤　里彩

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

就
職
支
援
・
就
職
状
況
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し
て
、
同
級
生
、
下
級
生
が
興
味
深

く
閲
覧
し
て
お
り
ま
し
た
。
本
年
度

も
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
稿
の
執
筆
時
点
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
の
東
京
都
の
感
染
者
数
は
第
五

波
以
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
り
、
こ

の
ま
ま
収
束
す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
が
、
よ
り
大
き
な
第
六
波
の

到
来
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
備
え
て
、
本
学
で
も
マ
イ
ク
ロ
飛

沫
の
飛
散
防
止
を
始
め
と
し
た
、
更

な
る
感
染
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

食
品
学
科
で
は
、
例
年
実
施
し
て

い
る
入
学
時
研
修
、
一
年
次
冬
の
市

場
見
学
、
二
年
次
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド

研
修
、
そ
し
て
全
学
年
対
象
の
海
外

研
修
等
、
宿
泊
を
伴
う
研
修
を
中

止
・
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
市
場
見
学
に
つ
い
て
は
、
現

一
年
次
生
は
、
再
来
年
に
は
新
型
肺

炎
も
落
ち
着
つ
く
こ
と
を
期
待
し

て
、
二
年
次
冬
実
施
に
延
期
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
宿
泊
研
修
は
、
農
業

体
験
、
市
場
・
工
場
見
学
と
い
っ
た

食
品
学
科

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
食
品
学
科

食
品
学
科
長
　
北
村
　
義
明

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
現
場
に
接
し
、
今
後
の
就
職

や
、
人
生
設
計
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
学
科
の
学

び
の
中
で
も
重
要
な
も
の
と
し
て
、

実
施
可
能
と
な
れ
ば
直
ち
に
再
開
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
就
職
活
動
に
直
結
す
る
正

規
授
業
と
し
て
の
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
も
あ
り
ま
す
。
食
品
関
係

企
業
や
保
健
所
等
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
各
業
務
を
実
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
報
告
書
の
作
成
力

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
社
会
人
と
し
て

の
常
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、
就
職
活
動

に
備
え
る
も
の
で
す
。
緊
急
事
態
宣

言
が
繰
り
返
し
発
令
さ
れ
る
中
、
こ

の
二
年
間
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
こ
そ
再

開
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
食
品
学
科
の
学

び
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
研
究
・
卒

業
制
作
に
つ
い
て
は
、
研
究
室
内
に

も
飛
沫
防
止
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
な
ど
感
染
防
止
の
努
力
を
続

け
な
が
ら
、
積
極
的
に
研
究
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
発
表
会
を
各
研
究
室
の
分
散
型

で
実
施
と
す
る
と
と
も
に
、
全
員
が

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
一
定
期
間
掲
示

各
種
奨
学
金
等
の
制
度

●
本
学
独
自
の
授
業
料
等
減
免

本
学
独
自
の
経
済
支
援
制
度
と
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
で
、
家
計

が
急
変
し
た
世
帯
や
経
済
的
困
窮
し

た
学
生
に
対
し
て
授
業
料
等
の
減
免

を
行
い
ま
し
た
。

令和２年度卒業論文ポスター

●�

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
制
度

（
貸
与
型
・
給
付
型
）

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制

度
は
、
勉
学
に
励
む
意
欲
が
あ
り
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が

あ
る
学
修
意
欲
の
高
い
学
生
に
対

し
、
教
育
を
受
け
る
機
会
を
保
障
す

る
、国
が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
す
。

本
制
度
の
利
用
期
間
は
、
正
規
の

修
業
年
限（
四
年
）に
限
ら
れ
、
学
業

成
績
が
不
振
に
な
る
と
途
中
で
打
ち

切
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

本
奨
学
金
制
度
を
利
用
す
る
際
に
、

「
学
業
基
準
」及
び「
家
計
基
準
」の
条

件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
家
計
急
変
や
災
害
等
に
よ

り
、収
入
が
激
減
し
た
際
は
、緊
急
採

用
・
応
急
採
用
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
等
の

高
等
教
育
に
お
け
る「
授
業
料
や
入

学
金
の
減
免
」及
び「
給
付
型
奨
学

金
」（
日
本
学
生
支
援
機
構
）に
よ
る

制
度
と
し
て
令
和
二
年
四
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
支
援
対

象
校
と
し
て
認
定
さ
れ
、「
授
業
料
・

入
学
金
の
一
部
減
免
と
給
付
型
奨
学

金
」に
よ
り
、
意
欲
あ
る
学
生
の
み

な
さ
ん
の「
学
び
」の
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

修
学
支
援
新
制
度
に
お
け
る
申
請

は
、
春
期
と
秋
期
に
行
っ
て
お
り
、

給
付
型
奨
学
金『
日
本
学
生
支
援
機

構
』、
授
業
料
等
の
減
免『
大
学（
本

学
）』夫
々
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

修
学
支
援
新
制
度
や
日
本
学
生
支

援
機
構
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
内
容

や
申
請
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
制
度
に
関
す
る
詳
細
等

は
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
生
支
援

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日本学生支援機構
給付型奨学金

https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/kyufu/index.html

文部科学省
修学支援新制度

https://www.mext.go.jp/a_menu/
koutou/hutankeigen/index.htm
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後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

食
品
学
科
担
任
紹
介

令和３年度後援会役員紹介

会　　長	 ４ＦＢ	 笛　木　　　敦

副 会 長	 ３ＮＢ	 髙　島　眞　一

副 会 長	 ２ＮＡ	 川　嶋　秀　久

会　　計	 ４ＮＢ	 中　野　勝　子

会　　計	 ４ＦＡ	 尾　籠　宏　美

会計監査	 ４ＦＡ	 甲　斐　晃　子

会計監査	 ４ＦＡ	 志　賀　恵　子

会計監査	 ３ＮＢ	 増　田　恵　子

役　　員	 ４ＦＢ	 福　井　正　文

役　　員	 ３ＮＡ	 鈴　木　美　保

役　　員	 ３ＮＢ	 晦　日　美　絵

役　　員	 ３ＦＢ	 藤　平　佳代子

役　　員	 ３ＦＢ	 横　田　啓　子

役　　員	 ２ＮＡ	 加　藤　　　正

役　　員	 ２ＮＡ	 小　林　由　美

役　　員	 ２ＮＡ	 髙　橋　和　江

役　　員	 ２ＮＢ	 左　　　倫　好

役　　員	 ２ＮＢ	 矢　留　暁　子

役　　員	 ２ＦＡ	 飯　塚　真　由

役　　員	 １ＮＡ	 石　垣　由美子

役　　員	 １ＮＢ	 鈴　木　英　明

役　　員	 １ＦＡ	 齋　藤　美　幸

役　　員	 １ＦＡ	 須　藤　直　子

　

後
援
会
で
は
、
学
生
全
員
が
健
全

か
つ
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
れ
る

よ
う
毎
年
度
、
様
々
な
寄
贈
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
学
生
活
動
支
援
（
学
友
会
）
関
係

　

学
生
へ
の
活
動
支
援
と
し
て
、
学

友
会
が
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
一
台
を

購
入
し
、
学
友
会
活
動
が
学
友
会
総

会
等
を
初
め
と
す
る
学
友
会
が
主
催

と
す
る
行
事
計
画
を
円
滑
か
つ
有
意

義
に
活
用
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
生
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
学
生
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
購
入
し
、

部
・
同
好
会
等
含
め
た
全
学
生
が
有

効
に
活
動
で
き
る
環
境
へ
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
就
職
支
援
関
係

　

就
職
支
援
と
し
て
、
学
生
が
客
観

三
年
担
任

宮
内
　
眞
弓

教
授

二
年
担
任

小
林
　
陽
子

教
授

三
年
副
担
任

田
中
　
広
美

講
師

二
年
副
担
任

吉
田
真
知
子

講
師

四
年
担
任

大
塚
　
静
子

准
教
授

一
年
副
担
任

佐
藤
ひ
ろ
子

准
教
授

四
年
副
担
任

膳
法
　
浩
史

講
師

一
年
担
任

風
見
　
公
子

教
授

二
年
副
担
任

山
本
　
直
子

講
師

二
年
担
任

谷
本
　
守
正

教
授

一
年
担
任

吉
田
　
光
一

准
教
授

四
年
担
任

福
田
　
　
亨

教
授

三
年
担
任

片
山
　
佳
子

教
授

四
年
副
担
任

折
口
い
づ
み

助
教

三
年
副
担
任

福
留
　
奈
美

准
教
授

一
年
副
担
任

篠
原
　
優
子

講
師

学友会が使用するPC（学友会室）

就職関連書籍（学生支援センター）

運動部が使用するトレーニング機器（わたなべ記念館）

的
に
自
分
自
身
を
知
る
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
受
検
料
補
助
や

就
職
関
連
の
図
書
の
充
実
を
図
り
Ｓ

Ｐ
Ｉ
対
策
や
公
務
員
試
験
対
策
の
書

籍
な
ど
学
生
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
学
生
が
有
意
義
に
学
生

活
動
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る

為
、
支
援
を
行
い
ま
す
。


